






要約:ファロー四徴心内修復術後の患者50 例にトレッドミル運動負荷と冷水顔面浸水負荷

を行い、22 例に心室性期外収縮(VPC)が誘発された。非誘発群と比較すると、検査時年齢

は大きく、術後経過がが長いほど VPCの出現頻度が増すようである。運動能は誘発群では

やや劣ると考えられる。心臓カテーテル検査成績には有意差は認められなかった。トレッ

ドミル運動負荷と併せて冷水顔面浸水負荷を行うことは術後管理に有用と思われる。


